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　皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
常
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
貌
し
た
年
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　町
民
の
皆
様
も
、
驚
き
と
戸
惑
い
の
な
か
、
不
安
な
気
持
ち
で
一
年
を
過
ご
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
予
防
対
策
と
、
皆
様
の
努
力
に
よ
っ
て
、

舟
形
町
で
は
一
人
の
感
染
者
も
出
す
こ
と
な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事

を
皆
様
と
共
に
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
議
会
と
し
て
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

町
内
の
事
業
所
等
へ
の
影
響
や
感
染
予
防
対
策
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。　新

年
を
迎
え
、
２
月
か
ら
は
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
に
入
り
、
順
次
接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ

な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
う
し
た
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
自
ら
の
改
革
と
活
性
化
に
努
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
直
面

す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
と
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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「
年
頭
に
よ
せ
て
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

第
６
回
臨
時
会

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

〇
舟
形
町
一
般
職
、
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
中
型
４５
人
乗
り
）の
取
得

　
　
　
　
　
（
相
手
方
・
株
式
会
社  

も
が
み
Ｊ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
）

１２
月
定
例
会

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
舟
形
町
議
会
議
員
及
び
舟
形
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

　
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
設
定

〇
舟
形
町
税
外
収
入
金
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
等

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
舟
形
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
最
上
圏
域
下
水
道
共
同
管
理
協
議
会
規
約
の
変
更

〇
舟
形
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
舟
形
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

〇
委
員
会
付
託
の
審
査
報
告
（
陳
情
３
件
）

・社会資本総合整備事業
　（国庫補助金の交付減額による事業費の減）

・ふながた若鮎まつり事業
　（ふながた若鮎まつりの中止による減）

・農業経営高度化支援事業
　（県営農地整備事業、県の交付減額による減）

・特別定額給付金事業
　（特別定額給付金の給付完了精算による減）

・児童交流学習事業
　（児童交流学習の中止による減）

・都市と農村交流事業
　（首都圏で行われる複数の物産交流事業の中止による減）

・非常備消防事業
　（消防団の演習や大会等の中止による減）

・担い手育成総合支援事業
　（農地中間管理事業による農地集積（小松原田地区）に対する機構集積協力金の増）

・公共土木施設災害復旧事業
　（内山地区道路（橋梁）災害復旧工事費の増）

・減債基金積立金

‥‥‥‥‥‥ △9340万円

‥‥‥‥‥ △1136万円

‥‥‥‥‥ △1000万円

‥‥‥‥‥‥‥‥ △798万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ △324万円

‥‥‥‥‥‥‥‥ △180万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ △111万円

‥‥‥‥‥‥‥ 755万円

‥‥‥‥‥‥ 264万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3261万円

令和２年度　主な補正予算

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に
よ
り

８
２
４
０
万
円
減
額
補
正

　
１２
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
６
人
の

一
般
質
問
に
続
き
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各
条
例
の
制
定
、
条
例
の
改

正
等
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

全
議
案
の
採
決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第6回臨時会
11月30日

12月定例会
12月8日～10日

※減債基金とは … 町債（借金）の償還（返済）の増加に備えるために設置される基金。
　　　　　　　　  公債費（借金返済）が他の経費を圧迫するような場合には、減債
　　　　　　　　  基金を取り崩して運用する。

舟
形
町
議
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